
生物多様性に関する主な国際的プログラム 
 

●生物多様性の保全等の地球環境保全は人類の共通の課題。 

●生物多様性分野でも様々な国際プログラムが存在。 

●国際的な連携を確保しつつ、効果的・効率的な取組みを推進することが重要。 

■情報や保全事業のプログラム 

 

 

 
 
 
 
 

■主流化や資金メカニズムのプログラム 

実施・支援

参画

* 生物多様性条約に基づくイニシアティブ

科学的情報に基づき政策を決定

各国政府

国
連

UNEP
・グリーン経済

生物多様性条約

関係国際機関

既存の科学的な情報を集約・分析、政策目標
の達成に資する科学的知見を提供
・MA（ミレニアム生態系評価）
・GBO（地球規模生物多様性概況）*
・IPBES

総合評価

地球観測システム

情報ネットワーク

研究計画・機関

科学的な情報
生物多様性情報に関する客観的な情報を提供

経済評価
生物多様性と生態系サービスの外部性に対処

・TEEB（生物多様性と生態系サービスの経済学）
・OECD-WPBWE
・生態系価値評価パートナーシップ(WAVE)

・啓発と意識向上に関する
世界イニシアティブ*

CEPA

・WBCSD（企業）
・ICLEI（自治体）
・BioTradeイニシアティブ

多様な主体

生物多様性条約実施
のための資金を提供

・GEF
・生物多様性日本基金
・CEPF
・ライフウェブ・イニシアティブ*
・SOSイニシアティブ

資金メカニズム

・生物多様性に配慮した活動の実践、政府等への情報提供
・政策決定により影響を受ける個人、NGO、企業等関係者に対する情報提供

個人・NGO・企業等

国際機関・行政機関・
条約等

・革新的資金メカニズム、REDD+
・有害な補助金の見直し
・ABS

 
* 生物多様性条約に基づくイニシアティブ

・各国政府、国際機関等意思決定組織等への情報提供
・政策決定により影響を受ける個人、NGO、企業等関係者に対する情報提供

参画

地球観測システム

GEOSS（全球地球観測システム）

情報ネットワーク

研究計画・機関

地球規模での調査研究の枠組みを提供
・IGBP（地球圏－生物圏国際協同研究計画）
・DIVERSITAS
（国際生物多様性科学国際共同プログラム）等

人工衛星等による地球規模観測システム
・GTOS（地球規模陸域観測システム）
・GOOS（地球規模海洋観測システム）等

生物多様性に関連する情報の集約・提供
・GTI（世界分類学イニシアティブ）*
・GEO-BON
・国際機関（WCMC等）

・国際NGO

生息地の保全

・2012年目標*、IMCAM*、ICRI

・保護地域作業計画*
・MAB、UNFF、CPF
・ホットスポット、AZE等

各種の情報を横断的に検索・把握し、情
報の交換・流通を促進

情報交換・共有

・CHM（クリアリングハウス・メカニズム）
（わが国では生物多様性センター）

・TEMATEA
・GBIF（地球規模生物多様性情報機構）

既存の科学的な情報を集約・分析、政策目標
の達成に資する科学的知見を提供
・MA（ミレニアム生態系評価）
・GBO（地球規模生物多様性概況）*
・IPBES

総合評価

持続可能な利用

・SATOYAMAイニシアティブ* 

科学的情報に基づき政策を決定

各国政府

国連
UNEP

生物多様性条約

関係国際機関

個人・NGO・企業等

国際機関・行政機関・
条約等

科学的な情報
生物多様性情報に関する客観的な情報を提供

実施・支援

種の保全

・世界植物保全戦略*
・GISP*
・GRASP
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